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１ 方針の概要・策定趣旨

●庁内における情報システムの質を向上やICTの積極的な利活用
などにより行政サービスを向上

●今回、３期目を策定（R4～７）

２ 方針の位置付け

◆社会環境の変化やデジタル社会の進展を背景に、
道行政のデジタル化に取り組み、道民への行政
サービスを向上

◆Smart道庁の一層の推進に向け、道行政のデジタ
ル化に取り組み、職員が持てる能力を最大限発揮
できる職場環境をつくり、組織活力を向上

めざす姿

３ めざす姿と取組方針

➊情報システム診断・相談 ➎標準化システム等への対応
❷パソコン管理の最適化 ❻基幹系システムの利便性向上
❸情報システム予算の最適化 ❼セキュリティ対策の徹底と利便性の両立
❹ネットワークの最適化

４ 取組項目

知事を本部長とする北海道Society5.0戦略本部の下で取組を進めるもの
とし、取組方針の着実な推進を図るため、毎年度、北海道Society5.0戦略
委員会議において進捗状況を報告する。

５ 推進体制

取組方針
➀ 最適な情報システムの実現

② デジタル技術を活用した業務の質の向上

③ デジタル人材の育成・確保等

➀ 最適な情報システムの実現

② デジタル技術を活用した業務の質の向上

➊ICTツールを活用した業務の効率化・省力化
❷テレワークやオンライン会議等の推進
❸行政手続オンライン化の推進
❹オープンデータの充実

③ デジタル人材の育成・確保等

➊職員全体のデジタルリテラシー向上 ❸外部デジタル人材の確保
❷庁内におけるデジタル人材の育成 ❹民間企業等との連携

●「北海道Society5.0推進計画」における行政のデジタル・トランス
フォーメーション（DX）の実現に向け、道庁内のデジタル化を推進

●「Smart道庁」の一層の推進に資するための取組等を定めたもの


